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 Plan  計画  

 【現在の子供の姿】 

○ どの教科においても知識・技能などの基礎的な内容の定着に個人差がある。 
○ 話合い活動において「伝えること」「聞くこと」のみになりがちで、双方向
の対話になりにくい。 

○ 読書を好む児童は多いが、自主的な読書の習慣が身に付いていない児童が
多い。 

 

  

  

 身に付けさせたい資質・能力  

 

 

 

具体的な取組  

 ア 基礎的・基本的な知識及
び技能 

 
イ 相手の話の中心や意図
を捉えて聞く対話スキル 

 
 
ウ 読書の習慣付け 

ア  ミニテストやチャレンジシート、
EILS、ドリル学習用アプリを月６回以上
活用し、基礎学力の定着を図る。  

イ 朝の会や帰りの会、国語科の学習教材
を有効に活用して対話スキルを身に付け
させるために「対話の時間」を設定する。
（週１回程度）。 

ウ みきゃん通帳の登録を徹底し、記録を
残す。また、TOBE デジや e スタを活用
するなど読書活動の時間を確保して読書
の充実を図る。（月２回程度） 

 

    

 Ｄo 実践  

 全 教 職 員 に よ る 共 通 実 践  
    

 Ｃheck 評価   

 【成果○と課題●】 
○ 各学級の工夫により、朝の会のスピーチや道徳の時間、話合いの場面で
の活用など「対話の時間」を設定することで、自分の意見を伝えたり、相
手の話を聞いたりできる児童が増えた。まだ十分取り組めていない学級も
あるので、継続していきたい。 

○ 学年で統一したプリントやすきま時間を活用したアプリの活用は個々の
学習の達成度を知る指標になっている。しかし、個人差が大きいため実施
方法の工夫が必要である。 

● みきゃん通帳の活用は２割程度とかなり低い。みきゃん通帳の登録を徹
底し、読書時間の確保・充実につなげたい。 

● 対話ではなく、まだ「伝え合い」に終わっているので、聞いたことを受
けて返すなど双方向での対話（話すこと・聞くこと）になるような工夫が
必要である。 

 

 

    

 Ａction 改善案(課題をより明確にし、取組や評価方法の検証・改善)  

 ★ICT の有効な活用場面を見いだし、児童が進んで活
用できるような手立ての工夫が必要である。 

★みきゃん通帳の活用を促し、ランキングや感想を読
み合うなどの活動を通して読書への関心を高める。 

→ 次サイクルへ 
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